


参考資料１ 委員名簿

【障害者就労支援技術開発研究委員会】

伊福部　達

相川　孝訓

磯村

奥

篠原

長岡

村山

廣瀬

恒

英久

正美

英司

慎二郎

秀行

八藤後　猛

北海道大学電子科学研究所教授

国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所

　福祉機器開発部第１福祉機器試験評価室長

職業能カ開発大学校福祉工学科助教授

岡山理科大学工学部情報工学科教授

工業技術院生命工学工業技術研究所人間情報部主任研究官

筑波技術短期大学情報処理学科助教授

（株）システムソリューションセンターとちぎ　総合企画部マネージャー

国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所

　福祉機器開発部高齢障害福祉機器研究室長

目本大学理工学部建築学科助手

【上肢障害専門部会】

奥　　英久　　岡山理科大学工学部情報工学科教授

相川　孝訓　　国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所

　　　　　　　　福祉機器開発部第１福祉機器試験評価室長

小畑　順一　　心身障害児総合医療療育センター機能訓練課作業療法士主任

畠山　卓朗　　横浜市総合リハヒリテーションセンター企画研究開発室主査

坊岡　正之　　兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所企画情報課主任

八藤後　猛　　目本大学理工学部建築学科助手

なお、このほかに視覚障害専門部会、下肢障害専門部会がある 。
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参考資料２ 評価票

特殊キーボード（仮称）評価票（１）

　　　　利用者のプロフイール

この用紙は、一人につき一枚だけ書いていただければ結構です 。

記入目 ：　　年　　月　　目

氏 名 生年月目 年 月 目

障害名（Ｉｍｐａｉｒｍｅｎｔ）

障害内容（Ｄｉｓａｂｉ１ｉｔｙ： 具体的）

後天性障害の場合の発症（受傷）年 年

現在の立場（学生、杜会人、主婦 ．．．
）

キーボード操作に使用する身体部位（具体的に）

使用しているコンピュータ

機種名 ：

デイスプレイ ：

周辺機器 ：

その他（特記事項）

使用環境（できれば写真等を添付してください）

キーボードと眼の概略距離 Ｃｍ

ディスプレイと眼の概略距離 ： Ｃｍ

使用している補助具／治具 ：

これまでの コンピュータ（あるいはワープロ）の使用経験（期間）

（　）年（　）ヶ月程度→
それはワープロ専用機ですか、パソコンですか？

（）ワープロ専用機

（）パソコ ン（機種名 ： ソフト名 ： ）

（）その他 ：
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特殊キーボード（仮称）評価票（２）

　利用者によるキーボードの評価

この用紙を使用したキーボードの種類ごとに記入してください

使用者氏名 ： 記入目 ：　年月目
１． 試用したキーボードの種類

　（１）３Ｌ型（特特大）　　　　　　（５）１Ｓ型（小）

　（２）２Ｌ型（特大）　　　　　　　（６）２Ｓ型（特小）

　（３）１Ｌ型（大型）　　　　　　　（７）３Ｓ型（特特小）

　（４）Ｍ型（標準）　　　　　　　　　（８）４Ｓ型（待特特小）

２一 上記キーボードを試用してから本目まで、どれくらい経ちますか

　　　　使用開始月目　　　　　　　　　　月　　　目

　　　　延べ　　　　　　　　　　　　（　）目間

　　　　それを時間数にすると　　　　　　（　）時間くらい

３． ｋｅｙｓｅｔで設定する各時間ですが、現在はどの程度ですか 。

　・ ｔ１キー押下後、実際に入カされるまでの時間　　　　　　　　　秒

　・ ｔ２キー押下後、次のキーが有効になるまでの反応時由秒
　・ ｔ３キーの連続押下時に、リピートが始まるまでの時間　　　　　　秒

　・ ｔ４キーの連続押下時におけるリピート間隔時間　　　　　　　　　秒

４． 試用しているキーポードにおいて、キーを遠く押せると思いますか 。

（１）速く押せる

（２）まあ速く押せる

（３）普通

（４）あまり速く押せない

（５）全く速く押せない

５　試用しているキーボードにおいて、キーを正確に押せると思いますか
。

（１）正確に押せる

（２）まあ正確に押せる

（３）普通

（４）あまり正確に押せない

（５）全く正確に押せない
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６．

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

７．

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

８．

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

９．

試用してしいるキーボードにおいて、キーの大きさはどうですが 。

　大き過ぎる

　やや大きい

　普通

　少し小さい

　小さ過ぎる

試用しているキーボードにおいて、キーを押す時のキートップの感触はどうですか 。

　よく滑る

　少し滑る

　普通

　少し引っ かかる

　よく引っ かかる

試用しているキーボードにおいて、キーとキーの間隔はどうですか 。

　離れ過ぎている

　少し離れている

　普通

　少し近い

　近過ぎる

試用しているキーボードにおいて、下記の部分のキーは押し易いですか 。

左側　　　（１）押し易い　　　　　　　　　　　右側　　　（１）押し易い

（２）

（３）

（４）

（５）

まあ押し易い

どちらとも言えない

やや押し難い

押し難い

（２）

（３）

（４）

（５）

まあ押し易い

どちらとも言えない

やや押し難い

押し難い

上側
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

押し易い

まあ押し易い

どちらとも言えない

やや押し難い

押し難い

下側
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

押し易い

まあ押し易い

どちらとも言えない

やや押し難い

押し難い
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１Ｏ．試用しているキーボードの大きさは適当ですか
。

　（１）大きい

　（２）やや大きい

　（３）適当

　（４）やや小さい

　（５）　 ／』・ さレ ・

１１ ．試用しているキーボードに取り付けているキーガードの穴の大きさは適当ですか
。

　（１）大きい

　（２）やや大きい

　（３）適当

　（４）やや小さい

　（５）　 ／Ｊ・ さレ 、

１２試用しているキ　ボードは操作時に安定して置けますか
。

　（１）安定している

　（２）まあ安定している

　（３）普通

　（４）やや不安定である

　（５）不安定である

１３。試用しているキーボードにおいて、キーを押したときに、スイツチがＯＮになるまでにキートッ

　　プが沈み込む距離は適当ですか

　（１）長い

　（２）やや長い

　（３）適当

　（４）やや短い

　（５）短い

１４．試用しているキーボードにおいて、キーを押したときに、ＯＮになるまでに必要なカは適当です

　　カ、

　（１）強過ぎる

（２）やや強過ぎる

（３）適当

（４）やや弱過ぎる

（５）弱過ぎる

一４７一



１５．試用しているキーボードにおいて、キーの文字は瞬時に読みとれますか

　（１）読みとれる

　（２）まあ読みとれる

　（３）ふつう

　（４）少し読みとりにくい

　（５）ほとんど読みとれない

１６．試用しているキーボード本体の色は適当ですか

　（１）良い

　（２）まあ良い

　（３）普通

　（４）やや悪い

　（５）悪い

１７．試用しているキーボードにおいて、キーとキーボード面とのコントラスＨま適当ですか

　（１）良い

　（２）まあ良い

　（３）普通

　（４）やや悪い

　（５）悪い

１８．試用しているキーボードにおいて、文字キーと機能キーの区別はし易いですか 。

　（１）区別できる

　（２）まあ区別できる

　（３）どちらとも言えない

　（４）やや区別しにくい

　（５）ほとんど区別できない

１９．試用しているキーボードにおいて、モードやロックのかか ったことを知らせるランプの位置は適

　　当ですか 。

　（１）適当

　（２）まあ適当

　（３）ふつう

　（４）やや不適当

　（５）不適当
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２０・試用しているキーボードにおいて、モードやロックのかか ったことを知らせるランプの大きさは

　　適当ですか 。

　（１）適当

　（２）まあ適当

　（３）どちらとも言えない

　（４）やや不適当（小さい／大きい）

　（５）不適当（小さすぎる／大きすぎる）

２１ ．試用しているキーボードにおいて、モードやロックのかか ったことを知らせるランプの明るさは

　　適当ですか 。

（１）明るすぎる

（２）少し明るい

（３）適当

（４）少し暗い

（５）暗すぎる

２２．試用しているキーボードは、操作すると疲れますか 。

（１）ほとんど疲れない

（２）あまり疲れない

（３）普通

（４）少し疲れる

（５）非常に疲れる

２３．試用しているキーボードに取り付けて使用したキーガードは指（手 ・足）やスティックで操作し

　　やすか ったでしょうか 。

　　（使ったキーボード ：　　　　　　　　　　　 キーボードの厚み ：　　　ｍ）

（１）操作しやすい

（２）まあ操作しやすい

（３）普通

（４）やや操作しにくい

（５）操作しにくい

２４．試用したキーボードを今後も使 ってみたいですか 。

（１）ぜひ使いたい

（２）できれば使いたい

（３）どちらとも言えない

（４）あまり使いたくない

（５）使いたいとは思わない
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２５
．

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

２６
．

（赤外線式のキーボードを試用された方に）無線式のキーボードを使用することで便利になりまし

たか 。

　非常に便利になった

　少し便利になった

　同じ程度である

　少し不便になった

　非常に不便になった

最後に、このキーボードを使用された感想を自由に御記入ください 。
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一定期間ごとに確認する項目

（１）キーを押下後、実際にそのキーが入カされるまでの時間は適当ですか
。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

適当

まあ適当

普通

やや不適

不適

（２）キーを押下後、次のキー入力が有効となるまでの時間は適当ですか
。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

適当

まあ適当

普通

やや不適

不適

（３）キーを押下後、才一トリピートが始まるまでの時間は適当ですか
。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

適当

まあ適当

普通

やや不適

不適

（４）オートリピートの遠さ（繰り返し時間）は適当ですか
。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

適当

まあ適当

普通

やや不適

不適

（５）キーの押下に応じて、予測した通りのタイミングでキー入カできますが
。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

予測適りのタイミングで入カできる

まあ予測通りのタイミングで入力できる

普通

やや予測通りのタイミングではない

予測通りのタイミングではない
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（６）キーの押下に応じて、予測した通りのタイミングでリピートが始まりますか ・

　　（１）予測通りのタイミングでリピートが始まる

　　（２）まあ予測通りのタイミングでリピートが始まる

　　（３）普通

　　（４）やや予測からはずれたタイミングでリピートが始まる

　　（５）予測からはずれたタイミングでリピートが始まる

（７）オートリピート時に、予測通りの数でリピートを止められますか 。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

止められる

まあ止められる

普通

止められないことがある

止められない
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回　答　用　紙
氏　名

Ｑ 内　　　　　　　容 　　１回員
入日　／

　　２回目
入日　／

　　３回Ｅｉ

入日　／
１ 試用したキーボードの種類

月　目 月　目 月　日

２ 試用期間 目　間 目　問 日　贋

時間位 時間位 時間位

ｔ１（秒） ｔ１（秒） ｔ１（秒）

３ 現在のキーセソトで設定する時間 ｔ２（秒） ｔ２（秒） ｔ２（秒）

ｔ３（秒） ｔ３（秒） ｔ３（秒）

ｔ４（秒） ｔ４（秒） ｔ４（秒）

４ キーを速く柳せるか

５ キーを正確に押せるか

６ キーの大きさ

７ キーを押すときのキートヅ プの感触

８ キーとキーの間隔

左側 左側 左側

９ 特定の部分のキーの榊し易さ 有側 有側 右側

上側 上側 上側

下側 下側 下側

１０ キーボードの大きさ

１１ キーガードの穴の大きさ

１２ キーボードは安定して置けるか

１３ キートヅプが沈み込む距離

１４ キーを卿してＯＮになるまでに必要なカ

１５ キーの文宇は瞬時に読みとれるか

１６ キーボー一 ド本体の色

１７ キーとキーボード面とのコントラスト

１８ 文字キーと機能キーの区別

１９ モードや ロヅクのランブの位置

２０ モードやロックのランプの大きさ

２１ モードや ロックのランプの明るさ

２２ 繰作時の疲労度

キーポー ド名 、一ポー ド名 午ポード名

２３ キーガードは躁作しやすかったか 厚み 厘み 厚み

選択番号 避択番号 遮択薪珍
２４ 試剛したキ…ボードを今後も使いたいか

２５
（赤外線式の試用者に）

繧式のキーボードは餌りか

２６ 感　想
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定　期　　回　答

氏名

Ｑ 内　　　　　　　容
１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

記入目　／ 記入目　／ 記入日　／ 記入日　／ 記入日　／

１
キーを押下後、実際にそのキーが入力
されるまでの時間は適当か

２
キーを押下後、次の入力が有効となる
までの時問は適当か

３
キーを押下後 、オートリビートが始ま
るまでの時間は適当か

４
オートリピートの速さ（繰り返し時
間）は適当か

５
キーの押下に応じて、予測したとおり

のタイミングでキー入力できるか

６
キーの押下に応じて 、予測した通りの
タイミングでリピートが始まるか

７
オートリピート時に、予測通りの数で
リビートを止められるか
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参考資料３ ソフトウェ アの概要

障害者用キーボード ユーテイリテイ ・プログラム 取扱説明書

１． はじめに

　本説明書は障害者用キーボードのために作成されたプログラムの使い方について説明したものです
。

プロ グラムはＮＥＣのＰＣ－９８０１用とＩＢＭ－ＰＣ互換機用とがあり 、いづれもＭＳ－ＤＯＳの実行ファイノレとして提供

されています 。

ＰＣ－９８０１用とＩＢＭ－ＰＣ用とは画面表示等で一部異なるところがありますが、基本的な仕様については同

じです。また・文字列設定ファイノレなどの実行形式以外のファイノレについては互換性があります
。

　以降の説明において、キー名称はＰＣ－９８０１のキー名称に準じます。ＰＣ－９８０１とＩＢＭ－ＰＣとで名称の異な

るキーは以下のように置き換えてお読み下さい
。

ＰＣ－９８０１　　　　ＩＢＭ－ＰＣ

ＧＲＰＨ　　　　→　ＡＬＴ

ＲＥＴＵＲＮ　　一→　Ｅｎｔｅｒ

実行ファイ ノレには以下の種類があります 。

（１）

（２）

（３）

ＫＥＹＳＥＴ．ＥＸＥ

ＫＥＹＴＥＳＴ ．ＥＸＥ

ＫＥＹＰＲＮ．ＥＸＥ

キーボードの各種パラメータを設定するのに使用します
。

試験文字を画面に表示し、キーの押し下げ時間等を測定します
。

ＫＥＹＴＥＳＴ．ＥＸＥで作成された試験データを表示します
。

設定ファイ ノレの種類としては以下のものがあります
。

（１）

（２）

．ＣＨＲファイル

．ＣＮＦファイル

拡張子がＣＨＲのファイノレは試験文字列設定ファイノレです
。

拡張子がＣＮＦのファイノレはキ　設定データファイノレです
。

また、試験結果データファイノレとして＿ＫＥＹＴＥＭＰ＄＄＄が作成されます
。

一５５一



２． インストール

　フロッピーディスクから上記の３つの実行（．ＥＸＥ）ファイノレをハードディスク等に コピーして下さい 。

そのまま 、フロッピーディスクで使用しても動作します。

ＰＣ－９８０１用の実行ファイノレはＰＣ９８ディレクトリにＩＢＭ－ＰＣ用はＩＢＭディレクトリにあります
。

　試験文字列設定ファイノレは、実行ファイノレと同じディレクトリにテキストエディタ等で作成して下

さい。ＤＡＴＡディレクトリにサンプノレファイノレＡＮＫ１ ．ＣＨＲ，ＫＡＮＡ１ ．ＣＨＲがありますので最初はこのファイノレ

をコピーし編集したほうが良いでしょう 。

　キーデータ設定ファイノレは 、ＫＥＹＳＥＴ．ＥＸＥまたはＫＥＹＴＥＳＴ．ＥＸＥを起動し、保存を行うと作成されます 。

３． キーボード設定プログラム（ＫＥＹＳＥＴ．ＥＸＥ）

　キーボードの動作時間（ｔ１～ｔ４）とキークリック音の有無、オプションなどの設定を行います。設定

データをファイノレから読み込んだり 、任意にパラメータを変更したすることができます 。

　ＭＳ－ＤＯＳのコマンドラインから

　　ＫＥＹＳＥＴ　＜ＲＥＴＵＲＮ〉

と入力しプ ログラムを実行します 。

　プログラムが立ち上がると前回保存した内容で設定画面を表示します 。

　↑↓キーおよびＴＡＢキーにより編集する項目を移動します。入カを修正するにはＢＳキーを使用します 。

編集後ＲＥＴＵＲＮキーを押すと入カが確定します
。
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障害考用キーボ｝ド

ｔ■ｌＯ■

　　　ｔ４－１　０ ．６

ｔ３　　０ ．７　　ｔ４ －２　０ ．６

設定プログラム

級驚
　　　　　０Ｎ
クリック音　　１
オプシ ョン　　ｏ

鞠：ｌｌ１綴；羊墓：１二鵬
ｔ　ｌと同じ

ｔ３（０．７）×　８ ，９０

　　０ＦＦ　　　　　　Ｒｅｐｅａ　ｔ

　　日　　　　　１

ＫＥＹＳＥＴ　ＥＸＥ機動画面（ＮＥＣ　ＰＣ９８０１の画面）

設定する項目は以下の項目です 。

（１）キーの動作時間の設定

ｔ１　キーが押されてから有効になるまでの時間です
。

　　０．０～５．０秒まで０．１秒単位で設定できます
。

ｔ２ 　キーが離されてから次のキーが有効になるまでの時間です
。

　　０．０～５．０秒までＯ．１秒単位で設定できます
。

ｔ３　キーのリピートを開始するまでの時間です
。

　　Ｏ．１～５．０秒までＯ．１秒単位で設定できます
。

ｔ４－１カーソノレキーとＢＳキー以外のキーのリピート間隔です
。

　　　Ｏ．１～５．０秒まで０．１秒単位で設定できます
。

ｔ４－２　カーソノレキーとＢＳキーのリピート間隔です
。

　　　０．１～５．Ｏ秒まで０．１秒単位で設定できます
。

（２）キーの操作音の設定

ＯＮ 　キーが押された時のクリック音の設定をします
。

ＯＦＦキーが押された時のクリック音の設定をします
。
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　ＲＥＰキーが押された時のクリック音の設定をします 。

　　　○で音なし、１～３でそれぞれの音を設定します 。

　（３）オプションの設定

　ＯＰＴオプションの有無を設定します。１でオプション有り ，Ｏで無しです
。

　オプション有りの時はＳＨＩＦＴ，ＧＲＰＨ，ＣＴＲＬのキーを押すとＬＥＤが点灯し、次のキーを入カした時点で

ＬＥＤは消灯します
。

　オプション無しの時は上記のキーは押されている間だけ有効です。

（４）試験結果による時間の設定

ＫＥＹＴＥＳＴ．ＥＸＥを実行すると平均値 ａ， ｂを計算しその値を元にｔ１～ｔ４を決定します 。

ｔ４－１ ，ｔ４－２には同じ値が設定されます 。

この時の平均 ａ， ｂおよび係数 ｏ，
８， ツの値を任意に変更できます 。

それぞれの数値の意味を以下に説明します 。

　ａ　　正常な入カから誤入カまでの平均時間 。

　ｂ　　キーが離されてから次のキーの入カまでの平均時間 。

　ｏ ，８　平均値に加算する定数。任意に設定 。

　ツ　　 ｔ４の計算時にｔ３に乗じる係数。１以下の値 。

ｔ１～ｔ４の時間は次の式セ決定します
。

　ｔ１＝　ａ　＋ｏ

　ｔ２：ｂ＋８

　ｔ３＝ｔ１
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ｔ４＝ｔ３＊ツ

　（４）の項目を設定すると設定した項目が再計算され、（１）で設定しているｔ１～ｔ４の該当する値が再設定

されます。再計算後にｔ１～ｔ４の値を再びキー入カして変更することもできますが 、この時には中段の

（４）で示される計算式中のｔ１～ｔ４の値は変化しません
。

　項目を移動する時に↑↓キーやＴＡＢキーで移動する時は問題ありませんが、ＲＥＴＵＲＮキーを押しながら

項目移動をすると（４）の項目内で移動した時に（１）の設定値が変化するため注意して下さい
。

　編集したデータをキーボードヘ設定したり 、ファイノレヘの読み書きをするにはファンクション ・キ

ーを使用します 。

ＰＦ１： 設定 このキーを押すと画面上の値をキーボードヘ設定します
。

ＰＦ２： 読込 このキーを押すとキーボード設定ファイノレを読み込みます
。

読み込むファイノレはカレントディレクトリにある 、拡張子ＣＮＦのファ

イノレです。右下に表示されるファイノレを↑↓キーで選択しＲＥＴＵＲＮキー

を押し決定します。ＥＳＣキーを押すとファイノレ読み込みを中断します 。

ＰＦ３： 保存 このキーを押すと画面中央下にファイノレ名入カ欄を表示します。ファ

イノレ名を入カしＲＥＴＵＲＮキーを押すと 、ファイノレをカレントディレクト

リに保存します。保存を中止する時はＥＳＣキーを押して下さい。保存

する時にはファイ ノレ名の拡張子としてＣＮＦを自動的に付加します
。

ＰＦ５： 終了 プロ グラムを終了します 。

４． キー押下げ時間測定プログラム（ＫＥＹＴＥＳＴ　ＥＸＥ）

　ＫＥＹＴＥＳＴ　ＥＸＥは文字列を画面に表示し、障害者にその文字列を入カしてもらい、入カの時間を解析し 、

その値をもとにキーボードの各種パラメータを設定するためのプログラムです 。
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　ＭＳ－ＤＯＳの コマンドラインから

　　ＫＥＹＴＥＳＴ　＜ＲＥＴＵＲＮ＞

と入カするとプログラムが起動します 。

　プログラムが立ち上がると最初に拡張子ＣＨＲの試験文字列設定ファイノレを表示します。文字列ファ

イノレが無い時にはそのままプログラムを終了します 。

　表示しているファイノレから↑↓キーでファイノレを選択し 、ＲＥＴＵＲＮキーを押すとそのファイノレを読み

込みます。ＥＳＣキーを押すとプログラムを終了します 。

　ファイノレ読み込むとその文字列から４文字文字列５個、５文字文宇列１０個、６文宇文字列１０個の計

２５個の文宇列をランダムに選択します
。

　その後、ランダムに選択した文宇列を順次画面に表示し、被試験者にその文字を入力してもらいま

す。 入力した文宇が正しければカーソノレを次の文字へ移動し、間違っていれぱブザーをならし再入カ

を待ちます 。

　２５個の文字列を入カし終わると 、それらの測定結果を元に平均値 ａ， ｂを計算し、その値を元にｔ１

～ｔ４を算出します。その後 、ＫＥＹＳＥＴ　ＥＸＥと同じパラメータ設定画面を表示します。この画面について

は「３ ．ＫＥＹＳＥＴ．ＥＸＥ」の項を参照して下さい
。

　試験結果はカレントディレクトリに＿ＫＥＹＴＥＭＰ．＄＄＄のファイノレ名で作成されます。このファイノレはバ

イナリファイノレのため、そのままでは画面に表示できません。ｒ５ ．ＫＥＹＰＲＮ　ＥＸＥ」の項で述べる方法で

画面表示して下さい 。

試験する文字列ファイノレはテキストエディタ等で作成します。ファイノレのフォーマットは「付録１ ．」

を参照して下さい 。

一６０一



５． 試験データ印刷プログラム（ＫＥＹＰＲＮ ．ＥＸＥ）

　ＫＥＹＰＲＮ　ＥＸＥはＫＥＹＴＥＳＴ　ＥＸＥで作成された試験データを印刷するプログラムです。このプ ログラムはカ

レントディレクトリにある＿ＫＥＹＴＥＭＰ＄＄＄ファイ ノレを読み込み画面に表示します
。

　ＭＳ－ＤＯＳの コマンドラインから

　　ＫＥＹＰＲＮ　＜ＲＥＴＵＲＮ＞

と入カすると試験結果を画面に表示します
。

テキストファイノレとして保存したい場合には

　　ＫＥＹＰＲＮ＞フアイ ノレ名＜ＲＥＴＵＲＮ〉

の様にリダイレクトして下さい
。

表示内容は以下の様になります 。

　文字　入カされたキー 誤入カの場合は［］で囲んで表示します 。

　Ｍａｋｅ　キーが押された時間。プログラム開始時間をＯとした時間で１Ｏｍｓ単位 。

　Ｂｒｅａｋ　キーが離された時間。プログラム開始時間をＯとした時間で１Ｏｍｓ単位 。

問隔　前のキーとの時間。誤入力の場合は前の正常入カとの時間。単位はｍＳ
．

ＯＮ時間キーがＯＮになっている時間。単位はｍｓ
。

　＿ＫＥＹＴＥＭＰ．＄＄＄ファイ ノレは次の試験が実行されると上書きされるため、これを保存したい場合には 、

次の試験実行前ファイノレを別の名称で コピーして下さい 。
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出力例を以下に示します 。

Ｔｅｓｔ　Ｎｏ ．　　１

Ｎｏ．　文字

　　１　　Ｔ

　　２　　Ｉ

　　３　　Ｃ

　　４　　Ｋ

　　５　　Ｅ

　　６　　Ｔ

Ｔｅｓｔ　Ｎｏ ．　　２

Ｎｏ．　文字

　　１　　Ｈ

　　　　　［Ｓ］

　　２　　Ｅ

　　３　　Ｌ

　　４　　Ｐ

Ｔｅｓｔ　Ｎｏ ．　　３

Ｎｏ．文字

　　１　　Ｒ

　　２　　Ａ

　　　　　［Ｂ］

　　３　　Ｉ

　　４　　Ｎ

Ｔｅｓｔ　Ｓｔｒｉｎｇ：　ＴＩＣＫＥＴ

－Ｍａｋｅ一一Ｂｒｅａｋ一 　間隔（ｍｓ）ＯＮ時間（ｍｓ）

　　１９２　　　　　２００　　　　　　　　　０　　　　　　　　８０

　３５５　　　　　３６３　　　　　　１６３０　　　　　　　８０

　４５１　　　　４６２　　　　　　９６０　　　　　　１１０

　４８９　　　　　５００　　　　　　　３８０　　　　　　　１１０

　５９６　　　　　６０７　　　　　　１０７０　　　　　　　１１０

　９８８　　　　１０００　　　　　　３９２０　　　　　　　１２０

Ｔｅｓｔ　Ｓｔｒｉｎｇ：　ＨＥＬＰ

－Ｍａｋｅ一一Ｂｒｅａｋ一 　間隔（ｍｓ）　ＯＮ時間（ｍｓ）

　１１４９　　　　１１６１　　　　　　　　　０　　　　　　　１２０

　１２１１　　　　１２２３　　　　　　６２０　　　　　　１２０

　１２８２　　　１２９３　　　　　１３３０　　　　　　１１０

　１３６７　　　　１３７９　　　　　　　８５０　　　　　　　１２０

　１４１４　　　　１４２４　　　　　　４７０　　　　　　１００

Ｔｅｓｔ　Ｓｔｒｉｎｇ：　ＲＡＩＮ

－Ｍａｋｅ一一Ｂｒｅａｋ一 　間隔（ｍｓ）０Ｎ時間（ｍｓ）

　１５４２　　　　１５５０　　　　　　　　　０　　　　　　　　８０

　１６２１　　　　１６３７　　　　　　　７９０　　　　　　　１６０

　１７１６　　　１７２７　　　　　　９５０　　　　　　１１０

　１７６５　　　　１７７５　　　　　　１４４０　　　　　　　１００

　１８３５　　　　１８４３　　　　　　　７００　　　　　　　　８０

付録１．試験文字列設定ファイノレ　フォーマット

以下に試験文字列設定ファイノレの例を示します 。
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；障害者用キーボード　試験文字設定ファイ ノレ（ＡＮＫ）

＃Ａ　　；　ＡＮＫ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

＃４　　；　４　ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

ＲＡＩＮ，ＴＥＸＴ ，ＷＯＲＤ ，ＦＩＮＥ ，ＭＡＫＥ ，ＧＲＡＹ ，ＢＬＵＥ ，ＣＹＡＮ，ＨＥＬＰ，ＳＴＥＰ ，ＷＡＬＫ，ＮＩＮＥ ，ＣＡＲＤ ，ＤＡＴＥ ，ＨＩＧＨ

＃５　　；　５　ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

ＡＳＣＩ　Ｉ ，ＢＬＩＮＫ，ＣＯＬＯＲ，ＤＥＬＡＹ ，ＥＩＧＨＴ ，ＦＩＧＨＴ，ＧＲＥＥＮ，ＨＵＭＡＮ ，ＩＮＰＵＴ ，ＪＡＰＡＮ，ＭＯＮＫＹ ，ＮＩＧＨＴ ，ＯＣＥＡＮ

ＰＡＩＮＴ，ＱＵＥＥＮ，ＲＩＧＨＴ

＃６　　；　６　ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

ＡＭＯＵＮＴ ，ＢＲＩＧＨＴ ，ＣＲＵＩＳＥ ，ＤＯＣＴＯＲ，ＥＸＣＩＴＥ ，ＦＯＬＬＯＷ，ＭＯＴＩＯＮ，ＮＡＴＵＲＥ ，ＳＣＲＥＥＮ ，ＴＩＣＫＥＴ

ＵＮＩＱＵＥ ，ＷＯＮＤＥＲ

＃Ｅ　　；　Ｅｎｄ　ｏｆ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ

（１）；以降の文字列は コメントになります 。

（２）；１文宇目が＃の時は コマンド行になります。＃に続く文字が コマンドになります 。

コマンドには以下の種類があります 。

＃Ａ　試験文字列が ローマ字であることを表します 。

＃Ｋ　試験文字列が仮名であることを表します 。

　　　最初の コマンドとしてこのどちらかを記述して下さい 。

＃ｎ（ｎ＝４～６）

　　　以下に続く試験文宇列の長さを記述します 。

＃Ｅ　データの終了を示します。これ以降の行は処理しません 。

（３）データは＃ｎの行に続いて記述します。データ行の最初の１文字は半角のスペースを記述して下さ

　い。それに続けてデータをコンマで区切って記述します 。

　　＃ｎで設定した文字数と実際に記述したデータの文字数とのチェックは行っていませんので設定

　間違いの無いように注意して下さい 。
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